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多数の人が好む案に決めるのは民主的に思えますが、少数意見をできるだけ尊

重することが、民主主義には重要です。案に対して意見を述べ合い、必要なら

修正し、いちばん望ましいと多くの人が判断する案に決めるのが民主主義的な

多数決です。十分な議論を尽くした結果であるなら、自分の意見と違っていて

も多数の判断を尊重し、結論に問題があったなら自分自身の判断にかかわらず

対処に協力するのが、民主主義の基本です。 

C(１) 

遵法精神、公徳心 

自分は意見を出すことがあまりないので、１人１人が意見を出し合って意見を尊重することが大事な

のだと改めて思いました。 

保護者の皆様へ 

道徳の授業の様子の一部を紹介します。

ご家庭で、お子様と授業の感想など話し

合っていただけると幸いです。 

カラー版は HPでご覧下さい。 

 生徒たちは、小学校でも民主主義について学んではいますが、安易な多数決で物事を決める方向に

流されがちな面もあります。しかし、クラス全体がよくなることで個人も成長していくということは、

行事の取り組みなどを通して体感しており、クラスの意思決定の大切さは理解しています。 

「民主主義と多数決の近くて遠い関係」 
２年生 

学級のことを決めるときにも

多数決を使うが、それだと我慢

する人も多くなる。時間がかか

っても、個々の意見を尊重する

とクラスも良くなると思う。 

授業を終えて、他人の意見をし

っかりと聞いて尊重すること

で、仲の良い楽しいクラスが作

れることがわかった。自分勝手

な行動をせず、それぞれの意見

を聞くようにしたい。 

多数決は、多数の意見が決定するだけで、全員の総意ではない。他の人の意見を聞けるような人間に

なりたいと授業を受けて思った。 

自分がどのように活かせられるかわからないけど、集

団での決定事項を、全員が納得できるような形をとれ

るようにしていきたい。 

相手の意見も尊重し、両者が納得し、満足することが

大切だと思いました。 



  

自分と成績やスポーツが同じぐらいの「アイツ」にライバル心を燃やす「オレ」。

友達の数や目立つかどうかなど、全てを「アイツ」と比べてしまいますが、「ア

イツ」が余裕をもっているように見えることに腹を立てています。ある日、「ア

イツ」は「オレ」に、クラスのある子に嫌がらせをするのはやめろと話しかけ

ます。自分はすごいのだと見せつけたいと思うときがあると言う「アイツ」の

言葉に、「オレ」は言い返すことができませんでした。 

                                       

 

 

                                     

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        

       

 

  

宮城県名取市に住んでいた佐々木清和さんは、東日本大震災で家族４人を一

度に失いました。失意の清和さんは、阪神・淡路大震災の復興のシンボルで

ある「はるかのひまわり」を知り、種を譲り受け、自宅跡で丹精込めて育て

ます。そして、咲き誇るひまわりを見て、家族を失った悲しみから立ち上が

り、震災の語り部として、命の大切さについて伝え始めたのです。 

D（１） 

生命の尊さ 

生徒たちは、命の大切さを頭では理解していますが、命について深く感じて考えている生徒はまだ

少ないようです。しかし、中にはさまざまな経験から、命の大切さを実感している生徒もいます。 

１年生「ひまわり」 

３年生「アイツとオレ」 

いつかは、誰もが亡くなってし

まうので、この今ある命を大切

にしようと思いました。 

命の大切さを、改めて考えるこ

とができた。私も、命を大切に

していきたいと思います。 

家族や友達などとの時間を大

切にして、命に感謝して生きて

いこうと思いました。 

B(４) 

相互理解、寛容 

生徒は学校で、学習や成績に対する評価はもちろんのこと、運動や性格など自分の立場をいろいろ

と気にして生活しています。自分より上の立場、下の立場という意識があると、他人を見下すことに

もなりがちです。 

 

 

 

 

友達から自分のダメなところを言われた時は、

自分のことを思ってのことだと受け止めたい。 

お互いのことを理解できるように、毎日の生活の中で

考えるようにしていきたい。 

 


